
一
レ
ー
ザ
ー
液
晶
テ
レ

E
A
L
(
リ
ア
ル
)
」

「
回
V
型
の
2
機
種

一する。

一
の
白
色
L
E
D
パ
ツ

目
ト
で
は
再
現
で
き
な

斤
感
の
あ
る
映
像
を
実

ル
色
レ
ー
ザ
ー
を
使
つ

午
の
高
い
赤
、
シ
ア
ン

μ
D採
用
に
よ
る
純
度

v

青
、
緑
を
生
み
出
す

¥
高
画
質
の
4
K映

出
力
を
最
大
限
発
揮
す

」
が
可
能
に
な
っ
た
。

~
、
ア
ル
ミ
製
円
筒
形

=
ス
ピ
ー
カ
ー
ボ
ッ
ク

t

ピ
ス
を
開
始
し
て
か

」
に
、
ア
パ
レ
ル
系
企

ω導
入
が
決
ま
る
な

順
調
な
受
注
状
混
と
い

7

後
は
、
ホ
テ
ル
・
旅

U

じ
め
公
共
施
設
や
商

叫
に
向
け
て
、
積
極
的

宋
活
動
を
展
開
す
る
予

ル
ミ
製
の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ク

ロ
ー
ム
メ
ッ
キ
の
ス
タ
ン
ド

で
上
質
感
を
演
出
し
た
。

同
社
の
説
明
に
よ
る
と
、

最
近
の
圏
内
液
晶
テ
レ
ビ
市

場
で
は
、
高
精
細
な
4
K対

応
テ
レ
ビ
へ
の
需
要
が
高
ま

っ
て
お
り
、
特
に
印
V
型
以

上
の
大
型
サ
イ
ズ
で
は
、

4

K
対
応
テ
レ
ビ
の
台
数
比
率

が
全
体
の
約
加
物
近
く
ま
で

伸
長
し
て
い
る
。

白
色
L
E
D
パ
ッ
ク
ラ
イ

ト
で
は
色
再
現
性
が
狭
く
、

広
色
域
特
性
を
生
か
せ
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

同
社
で
は
4
K市
場
参
入

に
当
た
り
、
業
界
で
初
め
て

パ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に
濁
り
の
な

い
赤
を
実
現
し
た
赤
色
レ
ー

ザ
ー
、
純
度
の
高
い
青
、
緑

を
実
現
し
た
シ
ア
ン
色
L
E

D
を
採
用
し
た
。

り
件
に
つ
い
て
の
聞
い

は
先
は
、

N
E
Cデ
ィ

ν
イ
ソ
リ
ュ

l
シ
ョ
ン

内
販
売
本
部
2
0
3

せ

4
6
)
5
2
1
0
0
、

川
の
色
を
自
由
に
変
更

匂何
筆
す
べ
き
は
、

，
淡
路
島
特
産
の

タ
ッ
プ
リ
入
れ
る

同
昧
の
強
い
こ
の

.
鰭
の
旨
昧
を
一

し
る
。
そ
レ
て
、

さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
今
や
電
動
鯉
骨
切

り
磯
が
登
場
し
、
一
度
に
数

匹
加
工
で
き
る
そ
う
だ
。
調

理
機
器
の
進
化
も
、
つ
い
に

こ
こ
ま
で
来
た
か
!
と
思

え
J
』
ド
、

/
γ
y
/
w
t
y
J
石川刊

4K対応テレビ iREA  LJ 

一
と
解
き
明
か
す
。
一
宏
の
中
国
鉄
道
大
紀
行
」
な

一
著
者
の
関
口
民
は
俳
優
・
一
ど
。
ロ
年
に
は
日
中
国
交
正

-
旅
人
。
代
表
的
な
出
演
番
組
一
常
化
的
周
年
記
念
事
業
の
親

一は、

2
0
0
4年
か
ち
始
ま
一
善
大
使
を
務
め
た
。

一

乙
4
f
r
k
ヨ
J
3
1
・1
止
土
日
尚
E
T
J
K
F
、
フ
4
3
d・当時
1
0
3
J

「
こ
と
づ
く
り
の
固
」

タ問スH
-口気
東
机

TOKYO 
S T A R 
BANK 

宿泊産業様向け金融サ

百エリアを問わす、旅館・ホテルの運宮事業者様・オーナー様を積帯

百日々の運営資金か5、設備・改修・耐震補強・取得資金まであSf'C

全

国

農

協

観

光

協

会

は

、

一

浴

衣

の

着

方

や

畳

の

部

屋

で

付

け

て

い

る

。

旅

館

に

泊

ま

る

外

国

人

旅

行

一

の

過

ご

し

方

な

ど

を

、

イ

ラ

価

格

は

千

円

(

税

、

送

料

者
が
滞
在
中
不
便
を
感
じ
な
一
ス
ト
を
使
い
分
か
り
ゃ
す
く
縫
い
ふ
ぷ
圃
一
別
)
。
問
い
合
わ
せ
先
は
、

い
で
過
ご
せ
る
よ
う
「
お
も
一
解
説
し
て
お
り
、
旅
館
側
が
…
uwづ
か
物
園
一
全
国
農
協
観
光
雲
教
育
文

て
な
し
卓
よ
ス
タ
ン
ド
」

U
一
説
明
す
る
手
間
も
省
け
る
と
ふ
夜
一
醐
一
化
部
2
0
3
(
5
2
9
7
)

写
真
H
を
販
売
し
て
い
る
。
一
好
評
だ
。
ヌ
タ
シ
ド
は
「
外
闘
機
輔
一

0
3
2
4。

今
回
は

p
p
C広
告
を
掲
載
登
録
し
た
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス

す
る
ま
で
の
手
順
を
解
説
す
に
、
ヤ
フ
l
ジ
ャ
パ
ン
ピ
ジ
ネ

る
。
広
告
掲
載
開
始
ま
で
の
大
ス
I
D確
認
コ

1
ド
が
記
載
さ

ま
か
な
フ
ロ
ー
を
紹
介
し
、
す
れ
た
メ
l
ル
が
届
く
。

ぐ
広
告
配
信
を
開
始
し
た
い
場
表
示
さ
れ
て
い
る
画
面
で
パ

合
を
想
定
し
て
説
明
す
る
。
個
ス
ワ
I
ド
の
設
定
と
メ
l
ル
で

別
の
設
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
後
の
届
い
た
確
認
コ

l
ド
を
入
力

団
で
説
明
す
る
。
し
、
「
広
告
の
作
成
、
入
金
手

ヤ
フ
I
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
続
き
」
に
進
む
と
、
ア
カ
ウ
ン

告
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
は
ト
開
設
完
了
、
お
よ
び
ヤ
フ
l

じ
め
に
ヤ
フ
l
ジ
ャ
パ
ン
ピ
ジ
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
I
D
の
通

ネ
ス
I
Dを
取
得
す
る
必
要
が

i

知
メ
1
ル
が
届
く
。

河
川
ン
タ
汁
一
宗
一

-vト
第

即

岡

山
図
且
固
因

あ
る
。
ヤ
フ
1
ふ
ジ
ャ
パ
ン
ピ
ジ
・
次
の
画
面
で
は
ヤ
フ
l
ジ
ャ

ネ
ス
I
Dを
取
得
後
、
ヤ
フ
1
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
I
Dが
表
示
さ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
の
広
告
れ
て
お
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
み

管
理
ツ
l
ル
に
ロ
グ
イ
ン
レ
、
を
λ
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広

広
告
掲
載
の
設
定
を
行
う
。
告
管
理
グ
]
ル
に
ロ
グ
イ
ン
す

ま
ず
、
ヤ
フ
l
プ
ロ
モ
l
シ
る
こ
と
が
可
帯
ど
な
る
。

ョ
ン
広
告
の
公
式
サ
イ
ト
に
ア
広
告
管
理
ツ
1
ル
に
ロ
グ
イ

ク
セ
ス
し
、
申
し
込
み
情
報
の
ン
す
る
と
、
「
か
ん
た
ん
広
告

入
力
か
ら
開
始
す
る
。
会
社
情
、
作
成
」
の
画
面
が
表
示
さ
れ
る
。

報
や
管
理
者
情
報
を
入
力
し
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
広
告
や

規
約
に
同
意
後
、
申
し
込
み
を
入
金
額
、
入
金
方
法
の
設
定
を

行

う

。

行

う

と

、

広

告

の

初

期

設

定

が

圏内金融機関では数少なし1、

Uに情報とURしを投稿して下さい。

(定だで宣伝できる)
包03・32fホスピタリティファイナンスグループ東京スター銀行

すイトi之誘導できる〉

〈白拾しさのι ，、γタf-

m タオヨ臨
いつまでも美しいタオル掛


